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参加企業のほとんどでは Windows XP SP3 を利用している。

PC のリース期限を間近にしている企業、PC を買い取りしていて購入から 4、5 年経過している企業の参加

者がほとんど。

Windows Vista の導入を見送っていることもあり、Windows 7 への関心が非常に高かった。

各参加者が知りたかったことは、現在の Windows XP 環境で動作している自社システムや、Internet

Explorer 7 以前のバージョンで利用している WEB アプリケーション、さらに現在利用している Microsoft

Office のバージョンを変えずに利用し続ける方法であった。

Windows 7 を導入した場合は、UI の変更による利用者への再教育も懸念材料と感じている。

現在の社内導入 PC の OS だけをアップグレードを計画しているユーザはほとんどいない。

講演では、Windows XP から直接アップグレードができないと紹介があったが、上記理由からあまり気にな

っていない。

一番関心が高かったのは、Windows 7 で提供される Windows XP モードだった。

Windows 7 のスタートアップから直接 Windows XP アプリケーションを起動できることに注目していた。

Windows XP モードの、仮想デスクトップ画面を経由することなく既存システムを利用させることができそ

うであることがポイントである。

さらに、Windows XP モードの Internet Explorer バージョンを Internet Explorer 6 まで変更できそうで

あることに注目していた。

Internet Explorer 7 以前でなければ利用できない WEB アプリケーションも、Windows XP モードの仮想デ

スクトップ画面を経由する必要があるが、期待が持てそうであった。

実際に Windows 7 の PC を入手次第行うアプリ毎の検証作業に期待が持てる内容であった。



しかし、2014 年の Windows XP のサポート終了時までには、これら既存のシステムを今後の OS や Internet

Explorer へ対応させなければならないことは変わっていない。

以上
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